
 

 

 

 

 

 

 
 
本研究の目的は、アトリウム空間での緑化について、これまであまり
使用されていなかった北海道の自生種を活用し、育成方法、室内環境
への影響、心理的な快適性、維持管理等の検討を行い、北海道におけ
るアトリウム空間の緑化手法を提案することです。 
 
 
今年度は生育状況調査、アトリウム空間内の温熱・光・輻射環境調査、
緑化による心理的快適性評価のための予備調査等を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
通年屋内・秋に屋外へ移動・秋に屋内へ移動・通年屋外の4パターン
での生育状況を把握し、新たな種類の植栽の追加、緑化の加湿効果や
吸音性能、来訪者を対象とした心理的快適性の検討を実施していく予
定です。 
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図 1 緑の成長の様子 

図 2 緑化の評価 

【生育状況(図 1)】 
・ﾉﾌﾞﾄﾞｳは屋内の環境に適応し、と
ても大きく生長していました。屋
内の壁面緑化に有望な樹種と言
えます。 
・光や温度などの条件もあります
が、ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞは上から垂らした方
が大きく伸びていました。 

・冬の寒さに当てず、12月中旬に屋
内に入れたものでも葉が開いた
り、枝が伸びたりして生長してい
るものもあります。 

【緑化の評価(図 2)】 
・ｱﾄﾘｳﾑ空間を緑化したことにより、
概ね8割の職員が心地よさを感じ
ています。 

・緑化の方法や樹種により、好まし
さは異なることがわかりました。
最も評価が高いのはｱﾄﾘｳﾑ 1 階東
西妻面の大きな針葉樹です。 

・水やりを週に1度程度であれば行
っても良いという職員が約8割お
り、維持管理を居住者に担っても
らえる可能性がうかがえました。 
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